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(2) 「障害者理解」の資質の捉え方と12年間を通して育まれる児童・生徒の姿 

 ア 「障害者理解」の資質の育成 

 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会は、東京2020 大会の基本コンセプトと

して「世界中の人々が多様性と調和の重要性を改めて認識し、共生社会を育む契機となるような大

会とする」と位置付けている。また、国際パラリンピック委員会（以下、「ＩＰＣ」と表記。）も、

目指す究極のゴールを、「パラリンピックムーブメントの推進を通してインクルーシブな社会を創

出すること」と位置付けている。つまり、本教育における重点的に育成すべき五つの資質のうち、

「障害者理解」の資質を育むことは、共生社会に視点を向ける起点となり、実現につながるもの

である。 

そこで、本研究ではＩＰＣが大会運営における原則として策定した「アクセシビリティガイド」

（平成25年６月）を基に、「公平」「尊厳」「機能性」の三つの観点から「障害者理解」の資質の

具体的な姿を捉えた。これら三つの観点で児童・生徒に様々な力を身に付けさせ、実践的な態度

を形成していく指導計画を目指した。これらは、短期的・集中的ではなく、12年間にわたる系統

的・横断的な教育活動が重要であると考えている。 

 イ 「それぞれの発達段階に応じた目指す児童・生徒の姿」と「12年間を見通した指導計画例」 

 目指す姿 障害者理解の資質（「公平」「尊厳」「機能性」）を 

育むための学習活動の例 

小１   

小２   

小３   

小４   

小５   

小６   

誰に対しても公平に接

するとともに、自分と異

なる意見や立場を尊重

しながら、身近な集団の

充実に努める児童 

社「日本の歴史」 

☆パラリンピアンが活躍で

きるよう大会運営の改革

に努めたことを理解して

いる児童 

道「真海のチャレンジ 

―佐藤真海―」 

☆障害の有無にかかわらず、目

標をもって生きる喜びにつ

いて考える児童 

道「口で歩く人」 

☆障害の有無にかかわら

ず、人との関わりを大

切にした生き方につい

て考える児童 

総「パラリンピックについて調べよう」 

☆パラスポーツ体験を通してパラリンピ

ックへの理解をしている児童 

道「心にうったえる音楽を目指して 

―梯剛之―」 

☆障害の有無にかかわらず、希望と勇気

をもって努力する大切さに気付いて

いる児童 

道「明日をめざして」 

☆相手の立場に立って

考え、誰に対しても

温かい心で接しよう

とする児童 

生「自分でできることを

しよう」 

☆自分のできることを

考え、自己理解を深め

ていける児童 

生「みんなであそぼう」 

☆誰もが楽しめる遊びづ

くりを通して、みんなが

参加するための工夫を

考える児童 

道「あたたかい心で親切に」

☆身近な人に温かい心で接

し、親切にすることの大

切さに気付いている児童 

道「およげないりすさん」

☆友達のことを考えて遊ぶ

ことの楽しさやよさに気

付いている児童 

道「心と心のあく手」 

☆自分の思いだけでなく、相手の立場に

立って考えることが大切であること

に気付いている児童 

生「大きくなった自分」 

☆成長とともにできることが

増えてきたことに気付いた

り、友達のよさを改めて考

えたりする児童 

社「まちたんけん」 

☆地域には様々な人が住

み、支え合いながら暮ら

していることに気付き、

理解している児童 

国「だれもがかかわり合えるように」 

☆障害のある人が社会で生きるために

環境の工夫があることを理解してい

る児童 
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中１   

中２   

中３   

高１   

高２   

高３   

 

特別 

支援 

  

 

 

 
   

「公平」 
個人の機能的能力に関係なく、

同じ体験等の機会が得られるこ

との大切さに気付く。 

「尊厳」 
誰であっても個人を尊重し、名誉

を守ろうとする。 

「機能性」 
個人が最大限の力を発揮できるよ

う配慮された環境づくりについて

考える。 

「障害者理解」の資質 
障害の有無にかかわらず、全ての人々が同じ社会に生きる人間として、互いに正しく理解し、共

に助け合い、支え合って生きていく力を身に付ける。 

（多様性を尊重し、障害を理解する心のバリアフリー）

誰に対しても公平に

接するとともに、それ

ぞれのものの見方や

考え方があることを

理解し、よりよい社会

の実現に努める生徒 

英「 Ｓｐｏｒｔｓ  ｆｏｒ   Ｅｖｅｒｙｏｎｅ 」

☆障害者スポーツについて知り、

「共生」について考える生徒 

公「私たちと政治」 

☆「合理的配慮の提供事例

集」を参考に障害者理解

を深め、「平等権」を踏

まえた人権意識の高ま

った生徒 

英「Ａｔｈｌｅｔｓ ａｎｄ   

         Ｌａｎｇｕａｇｅｓ  」

☆佐藤真海さんの大会招致

のスピーチを聞き、パラ

スポーツの魅力を感じて

いる生徒 

英「Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｄｅｓｉｇｎ 」

☆誰もが住みやすい社会を

目指したユニバーサルデ

ザインのよさについて理

解している生徒 

道徳授業地区公開講座 
「障害者アスリートの講演」 
☆パラスポーツの魅力や障害の
有無にかかわらず、前向きな生
き方について触れ、自己の生き
方や他者との関わり方につい
て考える生徒 

道「義肢装具士 

―臼井二美男―」 

☆義肢装具士の生き方

について触れ、パラス

ポーツを通した「共

生」について考える生

徒

体「スポーツを通しての 

  文化の交流」 

☆パラスポーツの体験を

通して、運動のもつ魅

力に改めて気付いてい

る生徒 

文化祭 
「義足のランナー」 
☆障害の有無にかかわらず、
誰もがスポーツを楽しめ
る環境づくりを目指した
人物の半生をもとに、自己
の生き方を考える生徒 

現「こころ」 

☆他者との関係性の中で自己理

解を深めていく姿を表す、すぐ

れた文章表現をもとに自分自

身の自己理解を深めている生

徒 

体「オリンピック・ムーブメントとドーピング」

☆オリンピズムの価値を知り、共生社会の実現に

向けた生き方を考え、自分にできることの実践

につなげていく生徒 

人間と社会 

「支え合う社会」 

☆支え合う社会を築くため

に、どのような考えや生き

方をしていくことが大切か

自己を見つめ、生活につな

げている生徒 

人間と社会 

「人間と社会 
 ～これからの生き方を考える～」
☆一人一人が自分らしく充実した
人生を生き、より豊かな未来を築
く視点として「共生社会の実現」
を考える生徒 

体「運動やスポーツの効果的な学習の仕方」 

☆運動やスポーツを行う際には、周囲の環境に配
慮し、安全に取り組む必要性を理解し、多くの
人が楽しめる工夫について考える生徒 

体「豊かなスポーツライフの設計の仕方」 

☆運動やスポーツは周囲の環境への配慮がな
されていることに気付き、それらが生涯ス
ポーツとなるために必要なことを理解して
いる生徒 

☆様々な体験や学習を通して自

己理解を深め、社会に参画する

生き方について考える生徒 

☆他者との関わりの中で相互に理解するこ

との大切さに気付き、地域や社会の一員

として、自分のできることについて考え、

実践につなげていく生徒 

人と人とが支え合って

いく重要性を理解し、

社会的現実に照らし合

わせ、誰もが安心して

生活できる社会の実現

に向けてより良い生き

方を主体的に選択し、

行動できる生徒 
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６ 指導と評価の計画（全３時間） 

時 学習活動 評価規準 

 ＜オリンピック・パラリンピックの価値学習を理解する＞（習得） 

１ 

①オリンピズム・オリンピックムーブメント・パラリンピックムーブメ

ントについて知る。 
②「オリンピック三つの価値」「パラリンピック四つの価値」を理解する。

③オリンピックムーブメント・パラリンピックムーブメントとドーピン

グについて知る。 
④オリンピックの逸話「友情のメダル」について、グループ内で対話的

な学習を行う。 
⑤上記学習を踏まえ、改めてオリンピックやパラリンピックに対する意

識や価値観の変容を自己確認する。 

①オリンピック・パラリンピックム

ーブメントの定義を知り、逸話な

どを踏まえ意見交換や課題解決学

習などに主体的に取り組もうとし

ている。（関・意・態） 
②オリンピックやパラリンピックの

価値について、理解したことを書

き出したり、発表したりしている。

（知・理）

＜パラリンピアンと対話的に学習を進め、課題の解決策を考える＞（活用） 

２ 
（
本 

時
） 

    

①パラリンピアンが感じている、パラリンピック競技の課題を知り、「公

平」「尊厳」「機能性」の三観点に沿って理解する。 
②パラリンピック競技を取り巻く環境を踏まえ、解決策や今後の在り方

について、どのような取組ができるか高校生段階の視点で考える。 
③上記の内容について、様々な要因の課題があることを踏まえながら、

グループ内で対話的な学習を行う。そして、多面的に問題を捉える重

要性に気付き、多様性を認めるために必要な資質を育む。 

①パラリンピックムーブメントを踏

まえ、障害者スポーツの価値や意

義、パラリンピアンが感じている

競技の現状と課題を理解し、書き

出したり、発表したりしている。

（知・理） 
②理解した現状と課題について、三

観点に沿って理解し、解決策や今

後の在り方をまとめた自分の考え

を説明している。（思・判） 

＜東京2020大会後のレガシーとなるような解決策を考え、共生社会の実現につなげる＞（探究） 

３ 
 
 
 

 

①既習内容から、東京2020大会後のレガシーとなるような解決策を考え、

主体的にどのように関わることができるか、イメージマップを作成す

る。 
②オリンピズムの理念に基づいて、共生社会を目指した自分の生き方や

行動変容について考える。 
③パラリンピックムーブメントに基づいて、『障害者理解』の実践を、自

分自身がどのように行うかを考える。 
④東京2020大会に参画する意義や価値観が、どのように変容したか振り

返る。 

①パラリンピアンが感じている現状

と課題から、東京2020大会後のレ

ガシーとなるような解決策を考

え、共生社会の実現につなげるた

めに、必要な情報を比較したり、

分析したりしてまとめた考えを説

明している。（思・判） 

 

(2) 視点２ 『ボランティアマインド・障害者理解』の資質を育むための工夫 

 ア 三つの観点から迫る課題解決策 
   パラリンピアンが感じている現状と課題を知るとともに、その解決策について今の自分を取

り巻く環境を踏まえながら考えていくことが共生社会を実現していこうとするために必要であ

る。その解決策を漠然と考えるのではなく、ＩＰＣアクセシビリティガイドに記載されている

内容を基に、「公平」「尊厳」「機能性」の三つの観点から迫るようにした。そうすることで、課

題が様々な要因によって起こっていることを知り、多面的な見方をすることの重要性に気付か

せたい。 
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７ 本時の指導（３時間中２時間目） 

(1) 本時の目標 

  ア パラリンピックムーブメントを踏まえ、障害者スポーツの価値や意義、パラリンピアンが感じ  

  ている競技の現状と課題を理解する。（知識・理解） 

  イ 三観点に沿って理解した現状と課題について、グループ内での対話を通して、解決策や今後の

在り方とともに、自分のできることを考える。（思考・判断） 

(2) 本時の展開 

 学習活動 
●指導上の留意点◇評価規準（評価方法） 

☆オリンピック・パラリンピック教育との関連 

一
斉 

１ 挨拶 
２ 本時の学習課題と学習内容の提示 
 
 
 

●ゲストティーチャー(以下、「ＧＴ」と表記。)の紹介
●学習課題を提示し、障害者理解の資質を育む動機
付けをする。 

●机をグループにする。 
☆パラリンピアンを 
 ＧＴとして招く。 
 

グ
ル
ー
プ
学
習

３ ワークシートで既習した内容を振り
返り、基礎知識を確認する。 

・手順１ 今ある知識で解く。 
・手順２ 資料を活用して解く。 
・手順３ グループで確認する。 

●解答は、スライドを活用し解説する。 
●パラリンピックムーブメントについて復習を行
う。 

グ
ル
ー
プ
学
習 

 
 
 
 
４ ワークシートを活用したり、ＧＴの話

を聞いたりして、三観点に沿って、タ
ンデム競技の現状と課題について理
解する。 

◇パラリンピックムーブメントを踏まえ、障害者ス
ポーツの価値や意義、パラリンピアンが感じてい
る競技の現状と課題を理解し、書き出している。
（観察・ワークシート）（知・理） 

５ 現状と課題について、ＧＴとの対話や
グループでの共有を通して、課題解決
に向けた自分の考えを構築したり、深
めたりする。 

・手順１  ワークシートを用いて、解決
策や今後の在り方を考える。

・手順２  自分の考えを伝える。 
・手順３  ＧＴからコメントをもらう。
・手順４  自分の考えをグループで共有

し、班ごとに意見を発表する。

●ＧＴを招くことが難しい場合には、図書資料を用
意したり、パラリンピアンのインタビュー等を活
用したりする。 

◇理解した現状と課題について三観点に沿って、解
決策や今後の在り方をまとめた自分の考えを説
明している。 

（観察・ワークシート）（思・判）
☆多面的な見方と多様性を関連付ける。 
 
 

一
斉

６ 次回の学習内容の予告 
７ 挨拶 

●次回の学習内容を予告し、高校生段階で何ができ
るのかを考える動機付けをする。 

８ 考察 

(1) 成果 

  「オリンピズムとオリンピック・パラリンピックムーブメント」という内容に学習の幅を広げた  

 ことで、スポーツ志向とは違った角度から参画意識が高められた。 

(2) 課題 

  パラスポーツについての学びを通して、「障害者理解」から「共生社会」の実現に向けた自分の

生き方と関連付けて考えることは、一教科の単元計画では十分な時間配分が困難であった。今後、

スポーツの価値理解についての系統的・横断的な指導計画について、更に検討していく必要がある。 

G1 

G3 

G5 

G2

G４

G６

教
卓

学習課題２ 
理解した現状と課題について、三観点に沿っ
て、解決策や今後の在り方をまとめた自分の
考えを説明する。 

学習課題１ 
「学ぶ（知る・調べる）」「みる」のアクショ
ンから、障害者スポーツの価値や意義、競技
者が感じているタンデム競技の現状と課題を
理解する。 
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